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●カイコの飼育方法について　―幼虫期編―
　読者やカイコ利用者から飼育方法に関する問合せが多く寄せられます。そこで、数回に分けて飼育方法を解説します。カイコ
の飼育はインキュベーター（25℃から30℃に調整可能なもの）と冷蔵庫（5℃、家庭用冷蔵庫でも可能）があれば、後は研究室
や家庭内にあるものでも代用することができます。表紙に各齢の凡その日数を記しました。実験日をずらしたい時にはカイコを
容器毎冷蔵庫（5℃）に入れます。3日から4日でしたらどのステージでも調整可能です。
●準備するもの（数頭から100頭程の飼育を想定した場合）
・1 ～ 3齢飼育に用いる透明のプラスチック容器（フタ付　15cm×20cm×4cm程度：量販店の弁当箱売場等で購入可）1個
　☆透明である必要はなく、菓子の空き箱や厚紙で作ることも可能。
・4 ～ 5齢飼育用容器（40cm×30cm×10cm程度の量販店等で購入出来るザル籠が便利）2個
・桑の葉……10枚（繭を作るまでに1匹に与える量は約50gです。1枚5gの葉として計算）×カイコの数
　☆乾燥しないよう濡らした新聞紙と一緒にビニール袋に入れて冷蔵庫の野菜室に入れておくと1週間程保存可能。
　☆桑の欲しい方はご相談ください。人工飼料育もありますが、桑葉飼育が発育が揃い実験データも安定します。
・70％エタノール、殺菌消毒剤（ベンザルコニウム塩化物液）、ハサミ、箸、半紙、鳥の羽根など

注意事項
1》タバコ・蚊取り線香はカイコにとって有害です。
2》直射日光の当たる所やエアコンの風が強く当たる所は避けてください。
3》�消毒の徹底を！　カイコの世話の前後には手とテーブルの上、除沙に使う箸等の消毒を励行しましょう。エタノール、

殺菌剤を交互に使うと効果的です。また、インキュベーター内、飼育道具は使用後、水拭きや水洗いをして、2％ホル
マリンで表面を拭くことで病気を防ぎましょう。

卵から1齢幼虫

①�卵は半紙などで包んで室温（25 ～ 30℃が
理想）に置きます。

②�通常、①の状態から8 ～ 10日目くらいで
孵化（ふか）します。入手先に孵化予定日
を聞くとよいでしょう。

③�柔らかい桑の葉（枝の先端から2 ～ 3枚目）
をハサミで5mmくらいの四角に細かく切
り、幼虫の上におくと、幼虫は桑の葉に集
まります。

④�桑の葉に集まっていないカイコを集めま
す。鳥の羽根や筆を使うと便利です。

⑤�桑の葉ごと透明のプラスチック容器に移し
ます。

⑥給桑（きゅうそう）
次の日も柔らかい葉を刻んで与えます。朝・
夕1回の1日2回を目安に。

⑦�カイコは葉の上へ上がって食べます。 ⑧除沙（じょさ）
古い葉とふんを取り除く作業のこと。カイコは上に、下には古い桑葉とふんがあるので、はしでカ
イコを葉っぱごと移動します。（はしの先端は細く削っておくと使いやすい。）

除沙は2日に1回行うと病気にならず元気に育てられます。
毎日でもOK。
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⑨眠（みん）
1齢2 ～ 3日位になると少しえさの食べ方が減ってきてカイコは桑の葉の上で動かず眠っているよう
に見えます。これを眠といいます。眠の時は桑を少しだけ与えます。

4 ～ 5齢幼虫

①�脱皮したら桑の葉をカイコの体長の2倍程の大きさにに切って与えます。発育に応じて桑の葉を
大きくして下さい。

②除沙
容器に新聞紙を敷いて上がってきたカイコを
桑ごと移します。

④除沙
幼虫をやさしくつまんで新しい新聞紙に移し、桑を与えます。
5齢になると急に大きくなり食べる量も増えます。

③�5齢幼虫には大きな葉っぱのまま与えてい
いです。

⑩脱皮中のカイコ

次の齢の頭が透けて見えます

〈眠のカイコ〉

2 ～ 3齢幼虫

①幼虫が脱皮したら桑の葉を1cm角くらいに
切って与えます。

②除沙
2回目の給桑の時に1回目の除沙をしてくだ
さい。

③5日くらい給桑と除沙をくりかえします。

眠のカイコは動かさないように気をつけて
（うまく脱皮できなくなるから）。

桑葉が乾燥する時はビニール袋等を
かけると良いでしょう。

桑の葉は枝の下側の
かための葉っぱがよい。

脱皮がら

続きは次号で……


